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中央地区教育構想検討会設置の理由
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の

１ 福島市立小・中学校の適正規模・適正配置に係る
基本方針ならびに第一次実施計画
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１ 「義務教育９年間を通して、豊かな学校生活が
経験できる学校」

２ 「小中一貫教育、小中一貫校または義務教育学
校」

３ 「地域と共にある学校」

本市の目指す小・中学校の将来像
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本市の学校規模適正化・適正配置の基本方針

1 集団規模に課題を抱える学校の教育環境につい
て、早急な改善を図る

② 教育活動の一層の充実を目指す取り組みとの連
動により教育環境の改善を図る

③ 公共施設マネジメントや安全・安心等の総合的な
視点から教育環境の改善を図る
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委員の皆さんの持つ専門的な知見を中央
地区再編の際にお力をお借りしたい。

最終的には、中央地区小学校の再編に向け
た基本方針を策定する

(１) 中央地区教育構想検討会設置理由について
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施設の老朽化ならびに小規模が進行する小・中学校の施設更新にあたっては、
防災や安全、または公共施設マネジメントも含めた総合的な視点から近隣校と
の統廃合を推進し、よりよい教育環境を整備

対象校として、
福島一小、福島四小、清明小が明
示

〇中央地区については、これまでの再編のよ
うに支所がなく、状況が違う。
〇福島市の新しい教育の方向性ととらえる良
い機会



第一次実施計画進捗状況

学校名 詳 細

土湯小学校 令和２年４月、荒井小学校に統合
（平成３１年３月休校）

大久保小学校 令和３年４月、飯野小学校に統合

青木小学校 令和３年４月、飯野小学校に統合

東湯野小学校 令和４年４月、湯野小学校に統合

立子山中学校 令和４年４月、渡利中学校に統合
（令和３年３月休校）

中野小学校 令和５年４月、飯坂小学校に統合

水原小学校 令和５年４月、松川小学校に統合
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【本日の協議内容】

(１) 中央地区小学校の現状について

(２) 中央地区再編に向けた方向性について

(３) 今後の主なスケジュールについて

(４) その他



（１) 中央地区小学校の現状について
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(１) 中央地区小学校の現状について
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〇 福島第一小学校
昭和３９年完成 築６０年（北校舎）
耐震工事 平成２０年
校地面積 １２，８７２平方メートル
R5全校児童数 ８８名（８学級）

(１) 中央地区小学校の現状について
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〇 福島第四小学校
昭和３９年完成 築６０年（東・南校舎）
耐震工事 平成２４・２６年
校地面積 １７，３００平方メートル
R5全校児童数 ７２名（６学級）

(１) 中央地区小学校の現状について
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〇 清明小学校
昭和３４年完成 築６５年（南校舎）
耐震工事 平成２２年
校地面積 １２，２６３平方メートル
R5全校児童数 １７４名（９学級）

(１) 中央地区小学校の現状について
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一小 四小 清明小

平成4年度 211 608 308

平成30年度 126 119 184

令和5年度 90 61 164

令和6年度 87 70 174

令和7年度 89 80 169

令和8年度 82 78 176

令和9年度 73 85 173

令和10年度 70 92 178
※R5年度までは実数（出典：福島市の教育、学齢簿システム）
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◇福一小、福四小、清明小から、毎年、国・私立・学区外の小学校に２０～３０％の
児童が入学をしているため、R6年度以降の入学児童数への変化が予想される。

福島四小
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清明小

福一小

福四小

防災・安全面から

※福島市洪水ハザードマップ福島市河川課発行

(１) 中央地区小学校の現状について



2024/２/９ ※福島市洪水ハザードマップ福島市河川課発行

(１) 中央地区小学校の現状について
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〇 少子化等に伴い、３校の児童数の減少が進んでいる。

福島四小のついては、来年度から複式学級となる学

年がある。

〇 ３校ともに、公共施設の標準耐用年数である６０年に

迫るあるいは、過ぎているため校舎等の老朽化が進

んでいる。

〇 清明小においては、ハザードマップで示されている

水深３～５ｍの浸水想定地域になっている。

(１) 中央地区小学校の現状について
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件数福島市の年度別不登校の件数

・小・中学校共に増加傾向
・令和３年度～令和４年度での中学校の増加が大きい

件

平成２９ 平成３０ 令和元 令和２ 令和３ 令和４年

小学校 ５１ ８１ １００ １０４ １３３ １８６

中学校 ３１６ ３０６ ３０７ ２６８ ３５２ ４３２

計 ３６７ ３８７ ４０７ ３７２ ４８５ ６１８
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（２) 中央地区再編に向けた方向性
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中央地区再編に向けて

〇本市小学校教育の先導的モデルとなるような学校像
〇今後の福島一小・福島四小・清明小の在り方
〇中央地区での隣接する学校間の学区の見直し
〇増加する不登校児童生徒への支援充実のために

〇中央地区教育構想基本方針の策定

〇委員の方と協議
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（３) 今後の主なスケジュール
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回 開催時期 主な検討内容

１ 本日 ・委嘱状交付、組織編成、事業説明
・中央地区の現状と課題等について

２ ３月１２日
（火）

１３時より

・委員と事務局員による福島一小、福島四小、清明小の学校視察
の実施
・現地視察後の意見交換（福島四小にて）

３
４

５月
７月 ・課題についての協議等

５ ９月 ・中央地区教育構想（一次案）の基本方針の課題

６ １１月 ・中央地区教育構想（二次案）の基本方針の検討

７ R7.２月 ・中央地区教育構想の基本方針の策定

（３）今後の主なスケジュールの


